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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The coastal district of southeastern Shikoku belongs to the climax area of evergreen broad-

leaved forests dominated by Machilｕｓ　ihｕ７ｉｂｅｒｇｉｉand Ｃａｓtａ７１０ｐｓiｓｃｕｓｐｉｄａtａ.but the natural

vegetation is greatly destroyed or is replaced by secondary communities｡

　The Ｍａｃｈｉｌｕｓtｈｕｎｂｅｒgiiforests which are included in the Ｂｕｍｏｈｒｏ-ＭａｃｈｉｌｅＵｖｍ　tｈｕｎｈｅｒgii，

occur locally, and the typical stand is found on the Cape of Muroto. 1t is noticeable that

this association　is･not developed　in　the　northern half of this　district, though Ｍａｃｈ-ilttｓ

tｈｉｍｈｅｒｓiiappears constantly in Ｃａｓtａｎｃやｓiｓｃｕｓｐｉｄａtａiorests｡

　The Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓｃｔ叫）i血砲forests consist of two associations. Thｅ　Ｋａｐａｎａｅｏ-Shiietｕｍ

ｓieboldii dominated by Ｃ. ｃｕゆｉｄａtａvar. ｓiel，oldii　k,Ｓｈｉｉａｓieboldi-Ci八s common in coastal

areas and hills and the Ｓｙｍｐｌｏｃｏ-Ｓｈｉｉｅtｕｍ　ｃｕｓｐｉｄａtａｅcomposedmainly of C.ｃｕｓｐｉｄａtａ

var. cuやｉｄａtａ　(,SIiｉｉａＣＭ･砂f必zta) tends to occur in rather dry and sunny places in inlands.

These two associations, however, are characterized by ａ large number of plants in common

with each other｡

　Thｅ　Ｑｕｅｒｃｔほが乱政ｒｅ

scrub is generally regarded as　an edaphic climaχ　which is included in the ‘Fittｏｓｐｏｒｏ－

Ｑｕｅｒｃｅtｕｍ夕hillｙｒａｅｏｉｄｉｓ，butthe coppice of this oak occurring extensively resembles the

Ｇｌｅｉｃｈｅｎｉｏ-i:加ｅｒｃｅ£ｕmphillｙｒａｅｏｉｄｉｓ.
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は　じ　め　に

　四国東南部としてここにとりあげた地域は，おおむね高知県安芸市から徳島県阿南市にいたる沿

岸ぞいで，室戸阿南海岸国定公園が含まれている．最南端の室戸岬は北緯33°15’で，黒汐の影響

をうけて温暖な気候に恵まれ，室戸岬の年平均気温は16.3°Ｃ，暖かさの指数135.7°，年間降水量

2512 mm，ランクの雨量係数154.7である．高知県側の岬以東の海岸ぞいの地方では局地的にさら

に降水量が大きいところもあるか，北上するにつれて少なくなる．地質は室戸岬に火成岩の露出も

あるが，大部分か堆積岩で，南部は第三紀始新世の室戸半島層群，北部は白あ紀四万十川層群め砂

岩と泥岩を主としている．また安芸市から室戸市にいたる間には，海岸段丘かよく観察される.

　調査の対象となった範囲には，国有地がほとんど含まれておらず，二次林と造林に占められてい

るところが多く，ビワ，ミカン類などの栽培もひろくおこなわれている．したがって，極相林はほ

とんど社寺有地を中心に残っているにすぎないが，それすらも近年は荒廃の頓向かめだっている．

＊　The present work was carried Out as ａ part of JIBP project. Contribution from JIBP-CT No. 98.
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Fig. 1. Map showing the localities and communities

　investigated.　　　　　　　　　　　　　　　　，－ト－

Ｏ　Ｍａｃｈｉｌｕｓ tｈｕｎｈｅｒｇｉｉ community, ●Ｃａｓtａｎｏｐｓtｓ

ｃｕゆｉｄａｔａ Ｖ. ｓｉｅｂｏｌｄｉｉcommunity, （＼　Ｃ. ｃｕｓｐｉｄａtａ

Ｖ. ｃｕｓｐｉｄａtａcommunity, and OＱｕｅｒｃｕｓ　phぶｙｒａｅ-

ｏｉｄｅｓ community (cf. Table 1）.

　この地域の森林植生につい

ては，室戸岬（佐藤　1946,

山中　1952,館脇・辻井・梅

沢　1959)を除くと，まと

まった研究は少なく，山中

　(1955)および森本・藤井

　(1965)の報告のあるていど

である．これらの資料に加

えて，国際生物学事業計画

　（ＩＢＰ）の一部として，徳島

県南部地方を重点におこなっ

た調査の結果（山中　1970)

をもとに，この地域の極相林

ことにタブ林，シイ林および

ウバメガシ林についての考察

をおこなったのが，この報文

のおもな内容となっている．

　現地の調査は1969年に終え

る予定であったが，事情によ

り一部は翌年にもちこした．

ことに,･研究を始めて間もな

く研究室への出入りができな

くなり，しかもその間に研究

費まで持ち去られるという異

状事態がおこったが，これは

研究をつづけてゆくにあたっ

て，いろいろな面で大きな障

害となった．しかし，今日までに所期の調査がほぽ果されたことは，せめてものしあわせである．

このような研究は，今後ともいかなる政治や思想にもかかわりをもつことなく，遂行してゆかなけ

ればならないことを痛感している．

　こうした事態のなかで，たえず御激励と御援助をおしまれなかった方たちに，あつくお礼申しあ

げたい．　また，初めから多くの御配慮をいただいた東北大学教授吉岡邦二博士，現地でひとかたな

らぬお世話になった阿部近－および森本康滋両氏に，ふかく感謝の意をあらわすしだいである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　２．植生の現状

　（1）安芸一奈半利

　国道ぞいに南下して安芸市街をすぎると，タマシダ，シオギク，タイキンギクなどが急に多くな

り，海岸のクロマツ林下にはトベラ，マサキ，ハマヒサカキなどの密生する景観を見かける．しか

し，この地方は安芸川，安田川，奈半利川などの下流の沖積地や海岸を中心に耕作地と集落がひら

け，近年は丘陵地も耕地化されるところが多くなっている．したがって，極相として注目される森

林はごく限られており，わずかに点在するタブ，スダジイなどに，そのおもかげをとどめているて

いどのところがほとんどである．社叢も荒れているところか多いが，一般にシイを主としており，
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海岸に近いところではスダジイ林，丘陵ではコジイ林の見られるのが普通である．代表的な残存林

としては安田町東谷および神の峰，奈半利町法恩寺の社叢などがあげられる．

安田町の社叢はスダジイ林でヤマモモ，コバンモチなどをまじえ;タイミンタチバナが多いが，

林床にはコシダとウラジロがかなり侵入している．神の峰では中腹の250m前後でコジイが優占す

るが, 400 m 以上ではふたたびイスノ牛をまじえたスダジイ林に代っている．この事実から，かつ

てとりあげたように（山中　1966),スダジイ林とコジイ林の関係を見る場合，このあたりの森林

は参考になるところが大きい．奈半利町法恩寺の社叢もやはりスダジイ林であるが，ナギ，イチイ

ガシ，ヤマモガシなどをまじえ，林床にはホソバカナワラビやツルコウジが多い．しかし，乾燥し

たところではヤマモモ，タイミンタチバナなどを多くともなったスダジイの優占する林となってい

る．

　二次林ではシイの萌芽再生林のほかアラカシの叢林も多いが，アカマツ林が最も広い範囲を占め

ている．アラカシ林はところによりナンテンをまじえ，またアカマツ林にはひろくモチツツジが出

現する.

　（2）室　戸

　安芸から奈半利までの植生の傾向は，室戸の西部でもあまり大きなちがいはない．注目されるの

は海岸のクロマツ林下にハマオモトの多いところがあるのや，ウバメガシの優占がしだいにめだっ

てくることである．

　残存林にはしばしばタブをまじえるが，優占種はやはりスダジイであり，西寺の周辺が最もよく

まとまっている．この寺叢のスダジイ林はタブ，イスノ牛などをまじえ，タイミンタチバナ，ヤマ

ビワ，ヤブッバ牛，ヒロハミミズバイ，ミサオノ牛などが多く，林床の優占種はもともとホソバカ

ナワラビと考えられるが，少なくなっているのはおそらく人為的な影響によるものであろう．ま

た，林下にヤッコソウが多く出1ることでも保存の価値がある．室戸市岩戸にもタブをまじえたスダ

ジイ林かおり，=林床にはやはりホソバカナワラビが多いが，この林にはカラスザンショウ，クマノ

ミズキなどがまじり，多少荒れがめだっているし，メジロホウズキが少なくない．このようなスダ

ジイ林はかなり内陸まで見られ，保存はよくないが室津川ぞいに残る社叢もおなじ型である．ま

た，こうした川ぞいにはウバメガシも奥地に入る傾向かおり，しばしばスダジイ林に似た組成のウ

バメガシータイミンクチバナ群落になる．また，室戸市元にはウバメガシーモチツツジ群落かお

り，これらのウバメガシ林の下生は，通常ヒトッバまたはコウヤボウ牛を主としている（第６表）．

　この地方で最もよく植生が保存されているのは室戸岬であるが，これについてはすでにまとまっ

た報告があるので詳細は省略する．ただ，近年は道路の拡張，旅館の建築.さらにはいわゆるスカ

イラインによる破壊がいちじるしい．

　室戸岬以東では岬と同様に，乾燥した海岸にクロマツをまじえたウバメガシ林が見られ，またほ

とんど二次林となっているが，タブ林およびシイ林のなごりも見られる．しかし，残存林はいずれ

も小規模で，比較的まとまったものとしては椎名にタブーホソバカナワラビ群落かおり，佐喜浜付

近にコジイ，スダジイおよびイスノキの混生する社叢かおる（山中　1955).

　（ろ）野根一甲浦

　この地方では極相としてタブ林がほとんど見られず，またシイ林には海に近いところに野根の八

幡宮で見られるようなスダジイ林もあるが，すこし内陸ではコジイの優占するところが多い（山中

1955).野根の春日神社や河内神社，甲浦の川内の社叢などは現在もよく残っており，これらの林

内にはクサマルハチ，スジヒトッバ，ヤッコソウなど注意すべき植物が少なくない．

　海岸にはウバメガシその他の常緑樹をともなったクロマツ林が普通に見られるが，丘陵地のアカ

マツ林やシイの腰林とともに，下生にはコシダまたはウラジロかしばしば優占している．



　　二JL挺些_J肛土

　（4）宍喰一牟岐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　県境をこして徳島県側に入ってまず目につくのが，海岸にクロマツをともなってウバメガシ群落

の多いことである．この群落には自然状態を保っているものもあるが,.二次的な萌芽林も広い面積

を占めている．したがって，かような叢林では下生としてしばしばコシダまたはウラジロが茂って

いる（第６表）．

　隣接する高知県側と同様に，気候的極相としてタブの優占するところはほとんどなく，宍喰町内

や鈴が峰の社寺叢はすべてスダジイ林である．しかし，ほとんどいずれもコジイをまじえタブも生

じ，林内にはタイミンタチバナおよびサカ牛ときにミサオノキまたはサツマルリミノ牛が多い．海

南および海部町にもスダジイ林が残っており，コノ々.ンモチ，タイミンタチバナ，ミミズバイ，ミサ

オノキなどを多くともなうが，どことも保存はよくない．海部川以南のスダジイ林ではヤッコソウ

が見られる．海部町大里には海岸にクロマツの防風林があり，これに近いところのシイ林は八幡宮

の社叢のごとくスダジイのほか丘の斜面にコジイが優占するが，残存面積は狭い．

　浅川以北に｀はとくにウバメガシ林がよく発達しており，ウバメガシータイ‘ミンタチバナ群落では

生長のよいウバメガシが見られ，土地的な環境がややよくなると，しばしばヤマモモが優占し（第

３表），しだいにスダジイータイミンタチバナ群落に移行してゆく過程が観察される．

　アカマツを主とした二次林にはアカマッーモチツツジ群落の型が多い.

　（5）日和佐一阿南

．日和佐町以北も植生の傾向としては牟岐町以南と大差はなく√ﾆL地的なウバメガシ群落を除き，

極相のかたちをとどめているものはほとんどシイ林である．スダジイ林は阿南市橘や日開野の社叢

によい例があるが，橘の海正八幡ではヤマモガシ，ツゲモチ，モヅフクなどをまじえ，日開野には

モヂノ牛が多い．ともに乾燥した斜面ではスダジイ林に接して下生にヒトッバまたはコウヤボウキ

の多いウバメガシ林に代り，海正八幡には胸高直径75 cmに達するウバメガシの大径本かおる．コ

ジイ林は内陸や丘陵地よりの斜面に見られるが多くは二次的で，日和佐町薬王寺付近の林が人為的

な影響のあとがかなり残っているものの，極相のもようをとどめていて，コジイとともにヤマモ

モ，イスノキ，ヤマビワなどの混生が多い．　　　’

　阿南市津の峰はほとんどアカマツ林となっているが，初期の･アカマツ林からシイ林への推移の状

態がよくうかがわれる.

･ヽ那賀川下流域の一部に多少ともタブの多い林のなごりを見るところはあるが，まとまった林はま

ったく残っていない．タブの少ない傾向は阿南市以北ではさらにはっきりしていて，徳島市城山の

森林がムクノヰ，エノキ，クスノ牛などをまじえたホルトノ牛の多い群落であることも（木村・森

本　1964,山中　印刷中），この事実を裏付けるもめといえる.

・（6）島　嶼

　紀伊水道には竹が島，出羽島，津島，大島，伊島などが点在し，四国本土にくらべて天然林が比

較的よく残っているところかある．しかし，出羽島のように以前からひらけているところもあ･り，

大島や伊島でも伐採がすすみ，竹が島と本土とは橘によってむすばれたこともあり，しだいに以前

の姿がうすれつつある．ただ，竹が島の社叢には小而積ながらズダジイ林がそのまま残っており，

また津島のスダジイ林もあまりいためられていない．これらの島の林はヤマモモ，コバンモチなど

のほかタブ，ヒメユズ･リハ，フウトウカズラなど左まじえることが多い．ことに津島の風あたりの

少ない斜面では組成的にタブ林に近いが，風衝地ではスダジイそのものの伸びがわるく，高さ10m

をこさず，林床にはシラタマカズラの繁茂がいちじるしい．なお，シラタマカズラやアオノクマタ

ケランのように，四国ではほとんど本土に見られず，西南部の島からこの地方の島にとびはなれて

’出現する植物のあることは興味ぶかい．　　　　　　　｀．
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Table 1. Data for the localitiesand communities
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　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．タプ林とシイ林

　この地域全体からみると，極相またはそれに近い森林の占める面積はきわめて狭く，しかもその

多くはシイ林であるが，一部にはタブ林もあり，これらの森林が平地または丘陵地の気候的極相で

あることは明らかである．内陸では海抜300 m 前後からウラジロガシ，ツクバネガシなどがしばし

ば優占し，ときにモミまたはツガをまじえるが（山中　1961),海に面した地方では少なくとも500

mまではシイ林の占める領域が最も広く，またごIの調査の範囲内では純粋のカシ型森林はもとよ

り，カシをまじえたスダジイ林の存在も認められない．したがって，シイ林とカシ林の関係につい

てはしばらくおき，ここではおもにこの地域内でのクブ林とシイ林について検討しておきたい.

　（1）環　境

　生態地理的な立場から，タブ林とシイ林は単純に両者を切りはなして考えることができない．気

候的，土地的，さらには時間的に，これら二つの森林のつながりには，多くの問題が含まれてい

る．･はっきりしているのはシイよりもタブが北方まで分布してい゛るごとと，海岸ぞいのシイの分布

域内で瀬戸内地方のように，タブ林のほとんど発達しない地域のあることである．前の場合は，気

候的には気温と関係があり，後の事実を支配する要因としては，今のところ降水量を問題とするほ

かはない（山中　1962).

　四国の沿岸部で少なくともランクの雨量係数が100以上であれば，気候的にタブ林は存在してよ

いはずである．ただ，徳島市での値が106ということは，この調査地域の北部でタブ林の限界に近

づいていることは考えられ，これはあるていどタブ林の発達を制限する要因となっているといえ

る．しかし，南部でわずかに見られるほかにタブ林がほとんど残っていないことは，ほかの土地的

および人為的な要因の影響が少なくないものと思われる．

　タブ林とシイ林の環境については，海岸とのへだたり，地形とそれにともなう土壌，光，湿度な

どの要因が対照的であることが一般に指摘されている．この地域では海岸近くまで山がせまり，ま

た段丘の発達しているところか多く，タブ林の領域が狭くなっていることは事実である．こうした

自然的な原因のほかに，他方では沖積地や平地の森林がほとんど伐りつくされていることが，おそ

らく既存のタブ林の破壊につながったものとも考えられる．現存するシイ林のなかにも，環境によ

ってはタブ林の傾向をもつものがあることは，こうした事実を裏白:きするものといえる．

　自然環境の対照がタブ林とシイ林のちがいを生ずるとしても，それは場合によっては絶対的とは

いえず，また複雑な要因が相互にｍなることによって中間的な森林の存在も少なくない．南四国で

はタブの純林ことにシイをまじえない林は多くの例がなく，しまた海岸近くのシイ林にはタブの混生

することが普通である．こうした傾向は，後に述べるように，組成的なつながりにもあらわれてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　’　　，　ｓ

　シイ林にはスダジイ林とコジイ林があるが，一般に前者は海岸および低山地型，後者は内陸およ

び丘陵型の森林と考えることができる．したがって√スダジイ林はタブ林とコジイ林につな力句を

もつと同時に，コジイ林とカシ林とのつなぎにもなり，生育環境からもこれらの中間的な位置づけ

ができる（山中　1966).このよい例がさきにふれた安田町の場合であるが，ここから以東の海岸

ぞいではスダジイ林が主であり，室戸岬以北では内陸よりにコジイ林が多くなる．徳島県南部にも

スダジイ林とコジイ林があるが，いずれにしても’，タブ林とスダIジイ林との関係と同様にまたはそ

れ以上に，スダジイ林とコジイ林の間の立地条件のちがいは相対的な場合が多く，両者の混生する

林も見られ，組成的にもはっきりしたちがいを認めがたいことが多い．



四国東南部沿岸地域の森林植生　　　　　（一山中）

Tab＼e 2. ＭａｃｈｉＬｕｓthｕｎｈｅｒｚｉｉcommunity （Ｒｕｍｏｈｒｏ-Ｍａｃｈｉｌｅはｍ　ｔｈｕｎｈｅｒgii）

　Quadrat number

　Number of species

　Characteristic and di斤erendal

　　　species of association

Ｍ.achilｕｓ thｕｎｂｅｒgii

Z:抑ｐｈ･ゆりＨｕｍ ｔｅりｓｍａｎｎｉ
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Ｐｒｕｎｕｓ ｚｉｐｐｅｌｉａｎａ
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　Elements of Casはｎｏｐｓiｓ ｃｕｓｐｉｄａtａ

　　　communities
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Ｃａｓtａｎｏ{>ｓiｓ ｃｔtｓｔｉｄａtａヽ。｡ ｓｔｅｂｏｉｄｉｉ
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No. 3　χ:μｏｓｍａ ｃｏｎｇｅｓtｕｍＴ２十， Ｃｅｐｈａｌｏはエｗｓ haｒｒｉｎｇtｏｎｉａ　Ｓ＋ゝ　Ａがｌａｎａｎtｈｅ ａｓｐｅｒａ

　　　　Ｓ十， Ｃａｌｌｉｃａｒｐａ ｍｏｌｌｉｓＳ十, Ｐｒｅｍｎａ ｊａｐｏｎｉｃａＳ十， Ｍａｌｌｏはｓ ｉａｐｏｎｉｃｕｓ Ｈ 十，

　　　　Ｂｏｅｈｍｅｒia　niかｏｎｏｎｉでｅａＨ十，Ｐｏりｇｏｎtｔ‘ほかｉｆｏｒｍｅＨ十，　Ａｃｈｙｒａｎtheｓ ｉａｐｏｎｉｃａＨ

　　　　十，Ｌ,ｏｎｉｃｅｒａ ｉａｐｏｎｉｃａＨ十， Ｃｌｉａｍａｅtｅ ｄｅｃｕｍｈｅｎｓ．Ｈ十， Ａｎｇｅｌｉｃａ ｊａｐｏｎｉｃａＨ十，

　　　　Ａｒiｓａｅｍａ ｕｒａｓｈｉｍａＨ十

　(2)組　成

　1969年から1970年にかけて得られた資料と，それ以前の調査結果のうち今までの報告にとりあげ

なかったものを加えたタブ林とシイ林の組成は第２－４表であり，これに高知県東部のコジイ林

　(山中　1955)と安田町および奈半利町のスダジイ林'(山中　1962)をあわせてまとめた総合表が

第５表である，これらから明らかなように，タブ林とシイ林はタブ，スダヽジイ，ヤマモモ，イスノ

キノヒメユズリハ，モチノキ，モッコク，ホルトノキレイヌビワ，シロダモ，ヤマビワ，ヤブッバ

牛，ヒサカキ，カクレミノ，タイミンタチバナ，ネズミモチ，イズセｙリョウ，マンリョウ，サネ

カズラ，．テイカカズラ，マメヅタ，ホソバカナワラビなどが共通の組成要素となっている．したが

って，この地域に関するかぎりでは，優占種と組成の質的なちがいのほか，ｍ的な差によって森林

の区別･の可能な場合もあるとともに，相互間の推移も見られる．

　タブ林の組成的な特徴は，タブが優占するとともに，ナギにヒメユズリハ，ホルトノキ，フウト

ウカズラ，ホソバカナワラビなどの優占度または存在皮の高いことである．南端の室戸岬では一部

にアコウの優占するところがあり，タマシダ，ヤマアイなどが量的に多いが，これもタブ林の一部

に含まれる(山中　1952, 1962).

　スダジイ林とコジイ林を含めたシイ林はイヌマキ，ヤマモガシ，アラカシ，ツゲモチ，コバンモ

チ，トキワガキ，カナメモヂ，サカキ，シャシャンボ，クロバイ，ミミズバイ，ミサオノ牛,ヘクチ

ナシ，センリョウ，ベニシダ，マルバベニシダ，シ４ンラン，ツルコウジなどによりタブ林と区別

されると,ともに，二つのシイ林のまとまりが考えられる．したがって，タブ林とスダジイ林とはこ

れらシイ林の要素のほか，タブおよびスダジイとざきにあげたヒメユズリハその他の量的関係によ

るちがいがあり，スダジイ林のながでもタブ林の要素を量的に多くもつものは，中間的な傾向の組

成を示し，その例が奈半利町法恩寺，室戸市，宍喰町などに見られ，島の林もこの傾向かつよい．

コジイ林とタブ林のみをむすびつけるものはほかになく，またスダジイ林とコジイ林の間では，前

者がスダジイ･の優占以外にめだつものはほとんどなく，後者ではゴジイのほかカンザブロウノキ，

ルリミノ一半，サツマルリミノキ，コバノカナワラビなどがクブ林になくスダジイ林に少ないことが

あげられる．

　このような組成を総括すると，この地域ではタブーシイ林としてひとつのまとまった常緑広葉樹ヽ

林をなすとともに，そのなかではシイ林が組成的に最もはっぎりしており，しかもスダジイ林とコ

ジイ林との間には大きな差がないが，しいていえばスダジイ林にタブ林と共通の要素が多く，タブ

林は残存面積の狭いことと共に，組成的にも標徴種に乏しいものであるといえる．

　この事実は今までに報告された群集を否定するこどにはならず，クブ林はタブーホソバカナワラ

ビ群集，スダジイ林はスダジイータイミンタチバナ群集になり，コジイ林はコジイークロバイ群集

のタイミ｀ンタチバナ亜群集と考えることができる(山中　1962).しかし，それぞれの区分種が適

当であるかどうかの問題とともに，クブーシイ林についてはさらにもうー･度ひろく検討しなければ

ならないことはたしかである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　４．ウバメガシ林

　ウバメガシ林は土地的極相として，海岸ぞいの露岩地や急斜地にひろく見られ，ことに室戸岬や

徳島県南部の海岸によく発達している．生育のよいところでは樹高8 －10m またはそれ以上に達す

るが，風あたりのつよい海浜では0.5m以下の団叢をなすことも珍らしくない．タブ林とはいちじ

るしく対照的な立地に見られるが，スダジイ林とはしばしば接し，また上層木としてクロマツをと

もなうことも稀でなく，岩石地のクロマツ林はほとんどクロマツーウバメガシ群落である．

　ウバメガシのほかトベラ，マルバシ十リンハイ，ヤサヰ，コバノタツナミ，クサスギカズラなど

によりスダジイ林とは区別され，また林床にはヒトッバ，コウヤボウ牛またはタマシダの優占する

ことが多い．同時にカナメモチ，タイミンタチバナ，シャシャンボ，ネズミ'モチなどシイ林とめ共

通のものもあり，ことにウバメガシータイミンタチバナ群落ではトベラ，マサ牛などウバメガ,シ林

の要素を欠いて，しばしば組成的にスダジイ林に近いかたちになる．

　ウバメガシ林には，･さきにふれたように土地的極相として自然状態を保っているもののほか，伐

採あとの萌芽による再生林もあり，ことに徳島県南部には，はっきりとそれとわかる二次林がかな

り広い面積を占めている．もともとウバメガシは薪炭材としてよ.く利用書れたものであり，タブ林

やシイ林がひろく伐採されているこの地域で，ウバメガシ林がたとえ立地の悪い条件のところにあ

るとはいえ，すべて自然のままに残されているとは，とうてい考えられないことである．ただ，気

候的極相の破壊されたあとには，優占種を異にする二次林の出現が見られ，また萌芽林の場合も相

観的および組成的に区別が可能であるか，土地的極相ではしばしばそれが困難をともなう故に，今

までウバメガシの二次林については多く問題にされなか.つたものと思われる．土地的極相の優占種

が一般に陽樹であり，所生の植物にも光を好み乾燥に耐えるものが多いのは，二次林と共通してい

ることであり，しかもウバメガシでは環境により多様な生育形が見られることも，極相か二次林か

の判断を難かしくする原因となっている．

　こうした問題はあるとしても，第6.表のウバメガシ林の一部は，あきらかにこ次林と考えられ

る．そのような場所では，ウバメガシは高さ2 ― 6 m,タイミンクチバナ，ヒ･サカ牛などをともな

い，コシダおよびウラジロが密生している．･この群落はシイ林とき七タブ林の要素をまじえノ立地

条件からはむしろシイ林の領域に近く，また組成的にはデカマツ林ともっながりが多い．この事実

は，はっきりとこのウバメガシ林が極相のものではないことを示している．

　ウバメガシ林はウバメガシートベラ群集にまとめられ，いくつかの亜群集や変群集が区川されて

いるが，別にウバメガシーコシダ群集の報告もある(今＃　1965).本来の土地的極相そのものは

前者に含まれるが，こうした二次的なウバメガシ林はむしろ後者に近い．ウバメガシーコシダ群集

はマツ林と共通の二次的要素を区分種としており，この群集の性格についてはさらに資料を多く集

めて研究する必要がある．

　　　　　　　　　　　５／その他の問題

二次林として最も広い而積を占めているのはアカマツ林とシイの萌芽林であり，アカマツ林の多
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くは組成的にアカマツーモチツツジ群集であり，これは四国の西部には見られない．萌芽林ではシ

イのほかにアラカシ林かおるが，従来定期的に伐採されていたものが，近年しだいに造林または果

樹栽培などにかえられつつあり，薪炭の需要の減少にともなう土地利用のとうぜんの方向である．

また，コナラを主とした二次林もあるが，面積は広くない．室戸岬のアオギリの多い林も，あきら

かにタブ林のあとにできた二次的な植生である（山中　1968).

　極相林の残存が少ないことはすでに指摘したとおりであるが，そのなかで最もまとまっているの

はやはり室戸岬であり，タブ林，シイ林およびウバメガシ林がーか所によく保存されている．しか

し，ここでも最近の観光開発は，とくに海岸ぞいのアコウやウバメガシ林に障害をあたえ，植生と

風致に大きな影響をおよぽしている．この傾向は室戸のみでなく阿南地方にまで及んでいるが，今

後は少なくとも植生と自然景観の保存の立場から，慎重かつ早急な対策が望まれる．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．ま　　と　　め

　室戸阿南海岸国定公園を含む四国東南部の沿岸地域には，気候的極相としてタブ林とシイ林，土

地的極相としてウバメガシ林がある．しかし，タブ林は室戸岬などごく一部にしか残っておらず，

またシイ林も本来占めていた領域は広いにもかかわらず，自然状態を保っているものは，主として

社寺叢として点在するにすぎない．

　クブ林はタブーホソバカナワラビ群集であり，室戸岬の一部ではアコウが優勢.になっている．シ

イ林にはスダジイ林とコジイ林かおるが，組成的には大きなちがいがなく，沿岸部ではスダジイー

タイミンタチバナ群集とコジイークロバイ群集の区別はそれほど明らかでない．ウバメガシ林は海

岸ぞいにひろく見られ，もともとウバメガシートベラ群集に含まれるものではあるが，萌芽林では

ウバメガシーコシダ群集に近い組成で，こうした二次林の占める範囲は狭くない．

］

今後はその保存について適切な対策が望まれる．
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